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３　つ　の　約　束
　３小・中学校で１学期に共通実践していくことを決
めました。各家庭でも実践の見届けお願いします。

１　バスの乗降時は必ずあいさつをする。
２　立ち止まってあいさつをする。
３　くつ（スリッパ）をそろえる。

作詞・作曲者の紹介（両園とも）
作詞者　幼稚園職員（H23幼稚園職員）
作曲者　榮 真代 先生（ヤマハ音楽教室講師）

　

５
月
26
日
（
土
）
に
平
成
24
年
度
「
喜
界
町
家
庭
学
習

サ
ポ
ー
ト
教
室
『
や
る
気
塾
』」
の
前
期
の
開
校
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
小
３
〜
中
３
を
対
象
に
、
行
事
の
な
い
土

曜
日
に
12
回
設
定
し
14
時
30
分
〜
16
時
30
分
ま
で
学
習
を

進
め
ま
す
。
指
導
者
は
町
内
の
小
・
中
・
高
校
の
先
生
方

や
町
教
育
委
員
会
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
や
る
気
塾
に
は
、
３
年
11
名
、
４
年
８
名
、
５
年

９
名
、
６
年
４
名
、
中
学
生
４
名
の
計
36
名
が
参
加
申
込

を
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、
教
育
長
が
活
躍
し
て
い
る
地
元
の
先
輩

や
夢
を
成
し
遂
げ
た
女
性
宇
宙
飛
行
士
等
の
話
を
し
、
夢

を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

次
に
、
各
小
中
学
校
の
校
長
・
教
頭
先
生
が
励
ま
し
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
し
た
子
ど
も
一
人
一
人

が
自
分
の
夢
に
つ
い
て
語
り
、
夢
の
実
現
の
た
め
に
こ
の
や

る
気
塾
で
や
り
た
い
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

開
校
式
後
は
、
算
数
・
数
学
の
つ
ま
ず
き
診
断
プ
リ
ン

ト
を
実
施
し
、
自
分
の
課
題
を
把
握
し
た
後
、
自
主
学
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
教
師
に
尋
ね
な
が
ら
自
分
の
学
習
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

や
る
気
塾
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
子
も
目
を
輝

か
せ
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
学
力

が
向
上
す
る
こ
と
だ
ろ
う
と

感
じ
る
こ
と
で
し
た
。
や
る

気
塾
は
、
い
つ
で
も
、
参
加

で
き
ま
す
。
参
加
し
た
い
方

は
、
学
校
ま
た
は
、
教
育

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
特
に
今
年
は
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
基
礎

の
基
礎
か
ら
丁
寧
に
指
導
し

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

あ
ゆ
み
幼
稚
園

の
ぞ
み
幼
稚
園

平
成
24
年
度
前
期『
や
る
気
塾
』ス
タ
ー
ト
！
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森田さんの説明を聞く小学生ら

 隈崎悦夫さん提供

峰山恵喜光さん提供 

 初洋二さん提供

　
『
― 

先
立
っ
た
妻
と
の
約
束 

―

個
展
を
実
現
し
た
い
』　

　

昨
年
夏
、
京
都
か
ら
公
民
館
の
下
見
に
初
め

て
来
ら
れ
た
時
、森
田
三
雄
（
昭
和
３
年
生
れ
）

さ
ん
は
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

そ
の
後
10
月
に
再
度
来
島
し
、
会
場
を
実
測

さ
れ
、
パ
ネ
ル
枚
数
や
サ
イ
ズ
等
を
確
認
し
、

大
ま
か
な
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
ま
で
決
め
て
帰
ら

れ
た
。

　

電
話
や
手
紙
で
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
山
ほ

ど
の
作
品
が
４
月
６
日
に
届
い
た
。
44
点
と
い

う
量
の
多
さ
に
先
ず
職
員
皆
が
驚
い
た
。

　

10
日
、
姪
に
当
た
る
方
を
同
行
し
て
森
田
さ

ん
が
来
館
し
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
具
体
的

な
作
業
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
作
品
目
録
か

ら
お
茶
の
セ
ッ
ト
ま
で
京
都
か
ら
運
ん
で
の
用

意
周
到
な
準
備
で
あ
っ
た
。

　

13
日
、「
森
田
三
雄
油
彩
画
個
展 

湾
頭
原
の

想
い
出
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
当
日
の
朝
、
い

つ
も
の
よ
う
に
出
勤
す
る
と
、
玄
関
前
に
は
既

に
４
、５
人
の
方
が
開
場
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

　

山
の
手
線
の
バ
ス
を
利
用
し
て
、
一
番
に
来

ら
れ
た
の
は
同
窓
生
の
一
行
で
、「
三
雄
が
描
い

た
絵
を
見
に
来
た
」
と
い
う
。
森
田
さ
ん
の
同

窓
生
や
親
戚
縁
者
の
方
々
で
開
場
は
連
日
に
ぎ

わ
っ
た
。
森
田
さ
ん
ご
両
親
の
出
身
地
で
あ
る

荒
木
集
落
や
本
人
が
育
っ
た
赤
連
集
落
か
ら
多

く
の
鑑
賞
者
が
来
ら
れ
、
会
場
は
同
級
生
と
の

再
開
と
個
展
の
実
現
を
喜
ぶ
会
話
で
に
ぎ
わ
っ

た
。

　

身
近
な
島
の
風
景
が
丹
念
に
画
き
込
ま
れ
た

作
品
の
魅
力
は
口
コ
ミ
で
も
広
が
り
、
島
内
各

地
か
ら
多
く
の
方
々
が
鑑
賞
に
来
ら
れ
た
。
ま

た
、
喜
界
小
学
校
の
五
年
生
も
図
画
工
作
の
時

間
に
訪
れ
、
画
家
森
田
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が

ら
鑑
賞
し
た
。
作
品
「
小
豆
島
寒
霞
渓
」
は
、

そ
の
時
点
で
喜
界
小
学
校
へ
の
寄
贈
が
決
定
し

た
。
児
童
の
一
人
が
「（
作
品
を
）
一
緒
に
持
っ

て
帰
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
質
問
し
、
引
率
の
先

生
が
困
惑
す
る
一
場
面
も
あ
っ
た
。

　

普
段
見
慣
れ
た
故
郷
の
風
景
を
前
に
、「
自

分
の
体
験
し
た
想
い
出
を
重
ね
な
が
ら
、
個
展

を
楽
し
ん
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
々
が
多
か
っ

た
。
22
日
ま
で
の
10
日
間
、
総
勢
七
百
名
を
越

す
方
々
が
来
ら
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
か
っ
た
。

　
『
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
絵
を
見
て
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
』
と
い
う
森
田
さ
ん
の
願
い

で
、
今
回
展
示
さ
れ
た
作
品
の
多
く
が
、
島
内

の
各
公
共
の
場
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
い
ろ
ん
な
所
で
森
田
さ
ん
の
作
品
と
出
会

う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

故
郷
を
描
き
続
け
て
|
森
田
三
雄　

油
彩
画
個
展
|

　

太
陽
に
月
が
重
な
り
指
輪
の

よ
う
な
形
に
見
え
る
「
金
環
日

食
」
が
５
月
21
日
早
朝
、
九
州
南

部
・
四
国
・
紀
伊
半
島
か
ら
本
州

の
関
東
付
近
な
ど
を
通
る
「
中
心

食
帯
」
と
呼
ば
れ
る
帯
状
の
地
域

で
観
測
さ
れ
た
。
そ
の
地
域
の
居

住
者
は
、
日
本
の
総
人
口
の
約
６

割
・
８
千
万
人
超
と
言
わ
れ
、
メ

デ
ィ
ア
も
沸
き
立
っ
た
。
日
本
の

多
く
の
人
た
ち
が
約
５
分
間
の

世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん

だ
。

　

中
心
食
帯
以
外
の
地
域
に
お

い
て
も
、
日
本
全
国
で
部
分
日
食

が
観
測
さ
れ
、
ま
ず
沖
縄
県
の
先

島
諸
島
や
大
東
諸
島
の
南
の
地

域
か
ら
部
分
日
食
が
始
ま
っ
た
。

　

３
年
前
、
皆
既
日
食
で
湧
い
た

喜
界
島
は
中
心
食
帯
か
ら
外
れ
、

部
分
日
食
の
み
の
観
測
と
な
っ

た
が
、
最
大
約
９
割
の
欠
け
が
観

測
さ
れ
た
。
多
少
の
雲
が
あ
っ
た

が
天
気
は
良
く
、
雲
の
間
に
神
秘

的
な
姿
を
現
し
た
。

　

国
内
で
の
観
測
は
、
昭
和
62
年

の
沖
縄
県
以
来
25
年
ぶ
り
。
３
大

都
市
圏
を
含
む
広
い
範
囲
で
は

９
３
２
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。
国
立

天
文
台
に
よ
る
と
、
次
回
の
金
環

日
食
は
、
18
年
後
の
2
0
3
0

年
6
月
1
日
、
北
海
道
で
観
測
さ

れ
る
。

3　Kikai Public Relations 2012.6



徳之島産カムィヤキ陶器

中国産白磁碗東美濃産の灰釉陶碗

なぎなた バトミン
トン バスケッ

ト

ソフトテ
ニスバ　レー 陸　上

サッカー

剣　道

ソフトボ
ール 卓　球 野　球ポップダ

ンス

すもう

　

県
は
４
月
20
日
、「
城
久
遺
跡
群

出
土
品
」
42
点
を
県
指
定
文
化
財

に
指
定
し
た
。

　

県
文
化
財
保
護
審
議
会
（
三
木

靖
会
長
）
が
３
月
、
県
指
定
文
化

財
と
す
る
よ
う
県
教
育
長
に
答
申

し
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
今
回
の

告
示
に
至
り
、
正
式
指
定
と
な
っ

た
。

　

城
久
遺
跡
群
は
、
標
高
90
〜

１
６
０
㍍
の
海
岸
段
丘
に
あ
る
山

田
中
西
、
山
田
半
田
遺
跡
な
ど

の
８
遺
跡
か
ら
な
る
。
時
代
は

９
世
紀
か
ら
13
世
紀
。
県
公
報
で

は
「
出
土
品
は
、
墓
か
ら
出
土
し

た
徳
之
島
産
カ
ム
ィ
ヤ
キ
や
中
国

産
白
磁
碗
な
ど
、
喜
界
島
外
産
が

ほ
と
ん
ど
。
ま
た
、
碗
･
皿
・

合ご
う
し子

（
ふ
た
付
き
の
小
さ
い
容

器
）
な
ど
の
食
器
類
と
出
土
し
て

お
り
、
組
み
合
わ
せ
を
な
す
食
器

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
共
に
出
土
し

た
鉄
製
品
・
ガ
ラ
ス
丸
玉
・
宋
銭
・

銅
製
品
は
同
時
期
に
使
用
さ
れ
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
同
じ
出
土

品
を
も
つ
琉
球
列
島
遺
跡
の
歴
史

的
理
解
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
灰

釉
陶
碗
は
東
美
濃
産
で
、
日
本
列

島
の
中
世
的
広
域
流
通
が
喜
界
島

に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
優
れ

た
資
料
で
あ
る
」
と
掲
載
。
現
在

カ
ム
ィ
ヤ
キ
と
白
磁
碗
は
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
に
て
展
示
中
。

　総合型地域スポーツクラブ「きかい１００（いちまるまる）スポーツクラブ」は５
月３日、新旧早町小学校においてスポーツ体験フェスタを開催した。同クラブは今年
新たに発足したポップダンスを加えた 13団体で活動する。
　各競技団では工夫を凝らした体験コーナーが準備されており、こどもたちは初めて
体験するスポーツを楽しんだ。このフェスタに参加した島袋七海翔くんは、「いろい
ろなボールを使うスポーツが体験できて楽しかった」と話した。
　同クラブは一つの会費と保険で複数の競技に加入できる。また、校区間の交流、世
代別練習の実施、複数の指導者による負担軽減を図り、喜界町のスポーツ振興の一翼
を担う。現在、発足２年目を迎え、会員数は２０７人。（５月８日現在）
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本のリサイクル市

たくさんつくったよ

ゲームを楽しむ子どもらやっぱり海はたのしいー !!

町長に報告する旧滝川小児童ら

児童にトマトの栽培方法を教える農家

　

第
10
回
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
が
５
月

４
日
、喜
界
町
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
バ

ル
ー
ン
で
遊
ぼ
う
」
は
、
細
長
い
風

船
を
ね
じ
り
合
わ
せ
動
物
や
植
物
の

形
を
つ
く
る
。
こ
ど
も
た
ち
は
風
船

が
割
れ
る
の
を
怖
が
り
な
が
ら
も
、

楽
し
そ
う
に
犬
や
花
な
ど
を
制
作
し

て
い
た
。

　
「
笑
っ
て　

豊
」
の
著
者
・
三
山
泰

代
さ
ん（
塩
道
在
住
）を
招
い
た「『
本

を
つ
く
ろ
う
と
思
う
こ
と
』
っ
て
こ
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
」
の
講
演
会
も
あ

り
、
全
国
出
版
し
た
と
き
の
苦
労
話

や
本
を
つ
く
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
語
っ
た
。

　

ま
た
、図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ

ろ
こ
ろ
の
会
」
会
員
に
よ
る
絵
本
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
使
っ
た
「
お
話

の
森
」
が
あ
り
、
会
員
の
巧
み
な
読

み
聞
か
せ
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
ど
も

た
ち
が
お
は
な
し
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
た
。

　

期
間
限
定
の
古
本
屋
「
古
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
市
」
で
は
、
購
読
雑
誌
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
や
廃
棄
済
み
図
書
、

利
用
者
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
図
書

な
ど
約
２
千
冊
が
並
べ
ら
れ
、
い
つ

も
は
静
か
な
館
内
が
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。

　

積
山
図
書
館
長
は
「
古
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
市
は
大
盛
況
で
、
最
高
冊
数

と
な
る
見
込
み
。
ま
た
、
喜
界
町
在

住
の
作
家
の
講
演
に
合
わ
せ
て
、
喜

界
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
本
を

展
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
町

民
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し
た
。
当
日
の
入
館

者
は
１
８
０
人
。
当
日
持
ち
か
え
ら

れ
た
図
書
の
冊
数
は
７
１
１
冊
。

　

喜
界
観
光
物
産
協
会
（
松

田
裕
道
会
長
・
旧
喜
界
町
観
光

協
会
）
は
４
月
29
日
、
ス
ギ
ラ

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
　

〜
館
内
は
大
盛
況
〜

離
を
競
う
「
ゾ
ウ
リ
飛
ば
し
」
や

浜
辺
で
ア
サ
リ
を
探
す
「
潮
干
狩

り
」
で
子
供
達
が
ひ
と
足
先
の
夏

を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

早
町
小
学
校
（
田
畠
悦
子
校
長
）

は
５
月
17
日
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
利
用
し
、
農
家
と
栄
養
士

を
講
師
と
し
て
招
き
、
ト
マ
ト
の
栽

培
方
法
や
栄
養
素
に
つ
い
て
学
習
し

た
。
そ
の
後
児
童
達
は
、
農
家
と
一

緒
に
ト
マ
ト
を
使
っ
た
お
い
し
い
給

食
を
と
っ
た
。
こ
の
授
業
は
、
地
元

の
農
産
物
を
知
る
こ
と
で
食
べ
物
や

生
産
者
へ
感
謝
し
、「
食
」
へ
の
関

心
を
高
め
る
事
を
目
的
と
す
る
。

　

樋
口
周
斗
く
ん
は
「
ト
マ
ト
と
給

食
の
事
を
い
ろ
い
ろ
と
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
度
か
ら
は
好
き
嫌
い
な

く
残
さ
ず
食
べ
た
い
で
す
」
と
話
し

た
。

　

第
66
回
愛
鳥
週
間
（
5
月
10
日

〜
16
日
）
に
合
わ
せ
た
「
全
国
野

鳥
保
護
の
つ
ど
い
」（
同
月
13
日
、

新
潟
県
）
で
、
廃
校
と
な
っ
た
滝
川

小
が
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
。

　

旧
滝
川
小
は
平
成
６
年
か
ら
オ

オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
観
察
、
飼
育
、
放
蝶
、

食
草
の
植
樹
を
行
い
、
保
護
や
環
境

保
全
に
努
め
た
。
ま
た
、
平
成
13

年
よ
り
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
マ
ー
キ
ン

グ
調
査
を
実
施
。
そ
の
渡
り
に
つ
い

て
調
べ
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
調
査
結
果
を
発
表
し
、

自
然
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　

旧
滝
川
小
か
ら
続
く
こ
の
活
動

は
、
再
編
統
合
さ
れ
た
喜
界
小
で

も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

旧
滝
川
小
の
活
動
が
評
価

〜
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
　

奨
励
賞
受
賞
〜

ひ
と
足
先
に
夏
を
満
喫

　
　
　

〜
海
開
き
開
催
〜

ビ
ー
チ
で
海
開
き
を
開
催
し
た
。

　

去
年
は
子
供
達
の
期
待
を
裏
切

る
あ
い
に
く
の
雨
で
、
神
事
の
み

と
な
っ
た
が
、
今
年
は
願
い
が
通

じ
、
晴
天
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

神
事
で
は
、
加
藤
啓
雄
町
長
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
遊
泳
の

安
全
祈
願
を
行
っ
た
。
次
に
消
防

喜
界
分
署
の
隊
員
に
よ
る
救
難
講

話
が
あ
り
、
迅
速
な
応
急
処
置
の

実
演
指
導
を
行
い
、
子
供
達
に
も

注
意
喚
起
を
し
た
。
そ
の
後
は
恒

例
の
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
飛
ん
だ
距

 「
食
」
に
親
し
む

〜
早
町
小
・
総
合
的
な
学
習
〜
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被害を受けたサトウキビ（左）

前田主幹の説明を真剣に聞く農家ら

摘
果
作
業
に
挑
戦
す
る
叶
さ
ん

 
初
め
て
ト
マ
ト
の
収
穫
を
す
る

竹
村
さ
ん

成虫（右）

　

産
業
振
興
課
は
４
月
24
･
25
日

の
２
日
間
、
大
島
支
庁
農
政
普
及

課 

前
田
信
孝 

技
術
主
幹
を
招
へ
い

し
、
メ
イ
チ
ュ
ウ
類
防
除
対
策
の
実

地
研
修
会
を
行
い
、
２
日
間
で
約

１
３
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
前
田

主
幹
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
、
相

づ
ち
を
打
つ
参
加
者
の
姿
も
見
ら
れ

た
。

　

研
修
会
で
前
田
主
幹
は
「
防
除

対
策
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
ま

ず
各
農
家
が
ほ
場
の
被
害
状
況
を

正
確
に
把
握
し
、
そ
の
被
害
に
応

じ
た
対
策
を
講
じ
る
。
防
除
は
早

期
対
策
が
必
要
で
、
農
薬
散
布
に

は
適
期
・
適
量
・
適
濃
度
（
倍
率
）

に
注
意
す
る
こ
と
」
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
防
除
機
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
除
草
・
防
除
機
の
実
演
が
行

わ
れ
、
そ
の
利
便
性
・
操
作
性
な

ど
の
確
認
を
し
た
。

　

メ
イ
チ
ュ
ウ
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
重
要
害
虫
で
葉
裏
に
卵
を
植
え

付
け
、
そ
の
卵
か
ら
孵ふ

か化
し
た
幼

虫
が
キ
ビ
の
茎
部
に
穴
を
開
け
侵

入
す
る
。
そ
の
被
害
は
集
中
的
に

発
生
し
、
加
害
さ
れ
る
と
芯
枯
れ

な
ど
の
成
長
不
良
を
引
き
起
こ
す
。

　

奄
美
で
は
年
に
５
〜
６
世
代
を

繰
り
返
し
、
幼
虫
は
５
・
６
月
に
多

発
す
る
。

　

メ
イ
チ
ュ
ウ
被
害
の
保
険
と
し

て
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
共
済
」
制
度
が

あ
る
。
加
入
す
る
と
基
準
収
穫
量

（
過
去
５
年
間
の
出
荷
実
績
を
も
と

に
計
算
）
の
８
割
を
補
償
し
た
り
、

共
済
掛
金
に
お
い
て
も
55
％
国
が

負
担
す
る
。
詳
し
く
は
大
島
農
業

共
済
事
務
組
合
喜
界
支
所
ま
で
。

　
　
　
　
　

℡
６
５
―
３
５
１
０

　

産
業
振
興
課
は
５
月
８
日
、
喜

界
町
農
業
後
継
者
事
業
の
研
修
生

と
し
て
認
定
し
た
２
人
に
対
し
、
認

定
証
書
の
授
与
式
を
行
っ
た
。
今
回

認
定
受
け
た
の
は
、
叶　

俊
仁
さ
ん

（
浦
原
）
と
竹
村　

大
さ
ん
（
湾
）。

　

研
修
生
の
叶
さ
ん
は
「
効
率
的
に

収
益
を
上
げ
ら
れ
る
様
な
マ
ン
ゴ
ー

栽
培
の
農
業
技
術
習
得
を
目
指
し
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

　

今
後
二
人
は
半
年
間
、
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
や
各
農
家
の
支
援
を
受

け
、
研
修
生
と
し
て
喜
界
町
の
農
業

技
術
を
学
ぶ
。

　

同
事
業
は
農
業
の
拠
点
施
設
を

活
用
し
た
実
践
教
育
を
主
に
、
近
代

的
農
業
に
必
要
な
農
業
技
術
・
経

営
管
理
能
力
習
得
を
め
ざ
し
、
優
れ

た
農
業
者
育
成
を
目
的
と
す
る
。

農
業
を
学
び
た
い

 　

〜
農
業
後
継
者
事
業
〜

早
期
対
策
が
必
要

〜
メ
イ
チ
ュ
ウ
防
除
対
策
〜

○農業委員名簿
役職名 氏　名 担当地区 備考
会　長 中　山　隆　壽 湾・川嶺 公選
副会長 藤　本　安　満 荒木 公選
委　員 体　岡　徳　章 中間・先内・中熊・大朝戸・西目・坂嶺・伊砂 公選
委　員 渡　部　福　治 志戸桶 公選
委　員 榮　田　義　稔 塩道・早町・白水・嘉鈍 公選
委　員 松　岡　博　忠 佐手久 土地改良区推薦
委　員 田　畑　長　次 伊実久・小野津 公選
委　員 登　　　次　雄 城久・滝川・島中 公選
委　員 永　井　美香子 赤連・池治 議会推薦
委　員 壽　孝　繁　一 阿伝・蒲生・花良治 公選
委　員 源　久　幸　一 中里・羽里・山田 農協推薦
委　員 都　　　廣　男 手久津久・上嘉鉄・先山・浦原 公選

農地等に関する相談は、あなたの身近な ｢農業委員」へ !!　お気軽にご相談下さい。

・農地を購入したい　・農地を売却したい　・農地を借りたい　・農地を売りたい
・農業者年金について相談したい　・農業の情報が知りたい　・相続等の届出について

農業委員会からのお知らせ農業委員会からのお知らせ
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公演を楽しむ子どもら
福島県から来た２家族が紹介された

（左から６人）

会場を爆笑の渦にした
「にっこりぽっかり座」

会場に咲いた大輪の花

全力で踊ったメンバーたち

表彰を受けた東目さん（前列左）

　

西
田
漣
く
ん
（
７
才
）
は
「
泣

く
顔
・
笑
う
顔
を
作
る
遊
び
が
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

今
回
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

域
を
対
象
と
し
た
「
花
咲
か
せ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
福
島
県

い
わ
き
市
か
ら
招
待
さ
れ
た
吉
成

佑
輔
く
ん
（
９
才
）
は
、「
飛
行
機

と
船
を
乗
り
継
い
だ
長
旅
だ
っ
た

け
ど
、（
公
演
は
）
最
初
か
ら
最
後

ま
で
全
部
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

　

奄
美
警
察
署
（
田
中
耕
一
郎
署
長
）

は
５
月
２
日
、
少
年
補
導
員
と
し
て

の
長
年
の
功
績
に
対
し
て
東
目
弥
一

さ
ん
を
表
彰
し
た
。
東
目
さ
ん
は
平

成
７
年
か
ら
少
年
補
導
員
を
引
き
受

け
、 

17
年
も
の
間
、
少
年
の
非
行
防

止
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
授
与
式

で
田
中
署
長
は
「
こ
の
活
動
に
は
地

域
と
の
連
携
が
重
要
。
長
年
に
わ
た

り
少
年
の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
い
こ

と
に
感
謝
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
東

目
さ
ん
は
、「
委
嘱
を
受
け
、
い
つ
の

ま
に
か
17
年
が
経
っ
た
。
今
ま
で
警

察
・
地
域
・
少
年
の
た
め
、
で
き
る

だ
け
の
協
力
を
し
て
き
た
。
今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

少
年
補
導
員
と
は
、
各
警
察
署
長

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
少
年
の
非
行
防

止・健
全
育
成
の
活
動
を
行
う
。現
在
、

町
内
で
５
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

17
年
の
功
績
に
感
謝

　

〜
少
年
補
導
員
表
彰
〜

　

第
24
回
鹿
児
島
県
子
ど
も
芸
術

祭
典
（
鹿
児
島
県
子
ど
も
劇
場
協

議
会
（
福
迫
智
子
会
長
）
主
催
）

が
５
月
23
・
24
日
の
二
日
間
、
劇

団
風
の
子
九
州
を
招
き
、
役
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
と
塩
道
公

民
館
に
て
開
演
さ
れ
た
。

　

動
き
に
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
取
り

入
れ
た
「
手
品
あ
そ
び
」
や
、
自

分
の
顔
を
使
い
喜
怒
哀
楽
の
擬
似

の
お
面
を
作
る
「
お
面
あ
そ
び
」、

紙
を
じ
ゃ
ば
ら
折
り
で
動
物
や
く

じ
ら
な
ど
を
つ
く
る
「
じ
ゃ
ば
ら

あ
そ
び
」
な
ど
が
あ
り
、
巧
み
な

話
術
と
見
る
者
を
飽
き
さ
せ
な
い

動
き
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
大
人
も
大
い
に
楽
し
ん
だ
。
ま

た
、
笑
い
を
誘
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
、
空
間
を
縦
横
無
尽
に
使
っ

た
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
子
供
達
が
興

奮
し
て
前
に
出
過
ぎ
て
し
ま
う
場

面
も
あ
っ
た
。
会
場
は
た
び
た
び

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
笑
い
声
に

包
ま
れ
た
。

生
の
舞
台
に
み
ん
な
笑
顔

― 

鹿
児
島
県
子
ど
も
劇
場 

―

デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
な

ど
、
本
番
は
一
番
い
い
出
来
だ
っ
た
が
、

手
の
動
き
な
ど
細
か
い
部
分
で
減
点

さ
れ
た
。
来
年
は
万
全
で
臨
み
た
い
」

と
語
っ
た
。
競
技
の
部
に
参
加
し
た

中
山
美
優
さ
ん
（
小
６
）
は
「
来
年

は
も
っ
と
練
習
し
て
、
絶
対
に
３
位

以
内
に
入
り
た
い
」と
意
欲
を
語
っ
た
。

　

第
９
回
い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
５
月
25
〜
27
日
の
３
日
間
、

指
宿
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
。
県
内
で
は
規
模
の
大
き

な
大
会
で
、
今
年
は
各
団
体
か
ら

２
１
５
組
の
参
加
者
が
日
頃
の
成
果

を
競
っ
た
。　

喜
界
か
ら
も
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
（
競
技
）・エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
（
発

表
）
の
参
加
者
含
め
、
総
勢
30
人
で

臨
ん
だ
。

　

競
技
の
部
で
は
、
喜
界
か
ら
は
小

学
生
６
人
の
チ
ー
ム
が
参
加
。
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
た
め
に
土
日
も
な

く
毎
日
練
習
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
が
、
フ
ラ
の
本
場
・
ハ
ワ
イ
の
審
査

員
に
表
現
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど

厳
し
く
審
査
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
受

賞
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

喜
界
フ
ラ
の
指
導
者
、
中
屋
さ
ん

は
「
競
技
中
に
観
客
か
ら
唯
一
ス
タ
ン

鹿
児
島
の
フ
ラ
の
祭
典

― 

指
宿
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

―

税務課からのお知らせ
『税で創る、あかるい未来』
　７月２日は、
　町県民税と国民健康保険税第１期の 
納付期限です。納期内に納めましょう。
　その他町税で疑問等がありましたら
お気軽にお尋ねください。
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記念植樹をする喜禎会長（右）

祝宴で民謡を披露する川畑さん

熱心に講演を聞く婦人ら

挨拶をする島崎会長

　

喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
喜
禎

光
弘
会
長
）
は
５
月
12
日
、
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
「
結
成
25
周

年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
た
。

　

喜
禎
会
長
は
「
と
も
に
感
動
を

共
有
す
る
こ
と
が
、
社
会
奉
仕
を

継
続
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
よ
り

地
域
と
密
接
し
、
必
要
と
さ
れ
る

ク
ラ
ブ
に
な
ろ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

加
藤
町
長
は
「
今
ま
で
環
境
整
備
、

講
演
会
の
開
催
な
ど
、
文
化
・
社

会
的
に
様
々
な
奉
仕
に
貢
献
さ
れ
て

き
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
地
域
に
密
着
し

た
活
動
は
と
て
も
心
強
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

式
典
終
了
後
、
前
鼻
公
園
に
お

い
て
結
成
25
周
年
記
念
植
樹
祭
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
度
同
ク
ラ
ブ
は
緋

寒
桜
１
１
０
本
を
植
樹
し
た
。
さ

ら
に
、
今
年
度
か
ら
５
年
間
、
植

樹
作
業
を
行
う
。
前
鼻
公
園
に
あ

る
緋
寒
桜
は
昭
和
62
年
結
成
当
時

か
ら
同
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
植
樹

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

祝
宴
で
は
セ
レ
モ
ニ
ー
も
催
さ

れ
、
ち
び
っ
子
フ
ラ
ガ
ー
ル
の
踊
り

や
、
川
畑
さ
お
り
さ
ん
の
民
謡
が
披

露
さ
れ
た
。
遠
く
は
京
都
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
も
同
士
が
駆
け
つ

け
、
同
ク
ラ
ブ
結
成
25
周
年
に
祝

杯
を
上
げ
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
ア
メ
リ

カ
が
発
祥
。
個
人
で
は
な
く
団
体
の

組
織
力
を
生
か
し
、
有
意
義
な
奉

仕
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
た
。
日
本
で
は
、
昭
和
27
年
「
東

京
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
誕
生
後
、

全
国
に
波
及
す
る
。
現
在
で
は
、
日

本
中
に
約
3
，
3
0
0
の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
鹿
児
島
は
11
ゾ
ー
ン
で
組

織
さ
れ
て
い
る
。
喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
、
名
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
20
周
年
記
念
事
業
に
よ
り
、
昭

和
62
年
２
月
に
結
成
さ
れ
、
喜
界

の
社
会
奉
仕
に
貢
献
し
て
い
る
。

喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

結
成
25
周
年
記
念
式
典

　　　　

任
期
満
了
に
伴
う
喜
界
土
地
改

良
区
（
加
藤
啓
雄
理
事
長
）
の
総

代
選
挙
が
５
月
８
日
執
行
さ
れ
、

無
投
票
当
選
に
よ
り
35
名
の
総
代

が
決
定
し
た
。
翌
９
日
、
役
場
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
新
総
代
に

対
し
、
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ

れ
た
。
総
代
の
任
期
は
４
年
。

　

同
土
地
改
良
区
は
、
受
益
地
区

が
広
大
で
あ
る
こ
と
や
受
益
農
家
が

多
数
で
あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

組
合
員
全
員
が
参
加
す
る
総
会
に

代
わ
り
、
各
選
挙
区
で
当
選
し
た

代
表
が
重
要
事
項
を
決
定
す
る
代

議
機
関
の
総
代
会
を
設
け
て
い
る
。

設
立
は
、
平
成
８
年
７
月
。
所
管

の
受
益
面
積
は
約
１
６
２
０
㌶
、

受
益
農
家
は
６
６
７
人
（
５
月
８

日
現
在
）。
主
に
地
下
ダ
ム
関
連
施

設
お
よ
び
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
維

持
管
理
を
行
う
。
受
益
農
家
に
対

し
、
適
正
な
水
の
分
配
を
支
援
す

る
。

各
選
挙
区
の
当
選
者
は

　
　
　
　
　
　

次
の
と
お
り

第
一
選
挙
区

市
山　

文
一

佐
々
木
正
二
郎

体
岡　

徳
章

永　
　

昭
弘

登　
　

次
雄

本
田　

 

忠

槇　
　

清
志

元
山　

嘉
一

矢
竹　

毅

山
本　

勝
一

吉
岡　

強

賀
川　

常
雄

第
二
選
挙
区

生
田　

博
信

酒
井　

勝
也

徹
島　

正
人

富
村　

利
正

濱
上　

栄
昭

林　
　

和
広

平
田　

久
成

正
岡　

弘
樹

第
三
選
挙
区

大
山　

昇
一

岡
村　

藤
男

奥
田　

喜
久
男

柏
木　

貞
治

勝
田　

隆
重

榮
田　

義
稔

竹
本　

欣
弥

富
崎　

幸
喜

富
田　

昭
雄

中
村　

常
三

繁
田　

幸
雄

西
村　

賢
治

松
岡　

博
忠

三
田
美
孝
行

向
井　

康
治

（
五
十
音
順
）

　　　　

喜
界
町
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議

会
（
宜
名
真
孝
子
会
長
）
は
５
月

20
日
、
総
合
体
育
館
に
お
い
て
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

講
話
で
は
、
役
場
住
民
課
職
員

が
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
「
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
周
り
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
事
」と
話
し
た
。ま
た
、

同
保
健
福
祉
課
職
員
が
「
家
族
の

健
康
を
握
っ
て
い
る
の
は
主
婦
。

定
期
検
診
は
必
ず
受
診
を
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

沿
革
は
、
昭
和
22
年
頃
各
集
落

で
結
成
さ
れ
、
昭
和
31
年
町
村
合

併
に
よ
り
喜
界
町
婦
人
連
合
会
と

な
る
。
そ
の
後
２
度
改
称
し
、
現

在
に
至
る
。
会
員
数
は
８
６
５
人
。

（
５
／
20
現
在
）

喜
界
町
地
域
婦
人
会

　
　

連
絡
協
議
会
総
会

土
地
改
良
区
総
代
が
決
定

　

35
人
に
当
選
証
書
付
与

　

喜
界
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
島

崎
久
代
会
長
）
は
５
月
13
日
、
役
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
約
60
人
、

永
年
の
活
動
に
対
し
黒
田
美
奈
子
さ

ん
（
湾
）
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
発
足
は

昭
和
60
年
。
昭
和
53
年
発
足
の
し
ら

ゆ
り
会
を
前
身
と
す
る
。
現
在
の
会

員
数
は
１
３
０
人
。
母
子
家
庭
及

び
寡
婦
家
庭
の
自
立
を
助
成
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

喜
界
町
母
子
寡
婦

　
　
　
　
　

福
祉
会
総
会

8
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総会の様子

保健福祉課からのお知らせ　ー国民健康保険ー

の
男
性
の
も
の
と
判
明
し
た
。
男
性

と
連
絡
を
取
っ
た
役
場
総
務
課
職
員

に
よ
る
と
、
男
性
は
「
取
り
に
行
き

た
い
が
遠
距
離
の
た
め
難
し
い
。
ぜ

ひ
島
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
語
っ
た
と
い
う
。
気
仙
沼
市
か

ら
１
年
２
ヶ
月
も
漂
流
し
喜
界
島

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

児
玉
右
三
漁
協
組
合
長
は
、「
東
北

沖
か
ら
海
流
に
乗
り
、
太
平
洋
を
時

計
回
り
に
回
り
、
流
れ
着
い
た
の
で

は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

〜
総
務
課
か
ら
の
お
願
い
〜

　

 

不
審
な
漂
流
物
を
見
か
け
た
ら

速
や
か
に
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

 岩礁に打ち上げられた漂流船

宮
城
か
ら
１
６
０
０
㌔
も
漂
流

 

〜
気
仙
沼
か
ら
喜
界
島
へ
〜

　

５
月
２
日
、
伊
実
久
の
岩
礁
上
に

無
人
の
漁
船
が
船
底
を
上
に
し
た
状

態
で
漂
着
し
て
い
た
の
を
、
た
ま
た

ま
通
り
か
か
っ
た
上
園
田
健
さ
ん
が

発
見
し
た
。
奄
美
海
上
保
安
部
に
よ

る
と
、
船
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
、
全
長
は
５
・
１
６

㍍
、
幅
１
・
３
㍍
。「
Ｍ
Ｇ
」（
宮
城

県
を
示
す
）
で
始
ま
る
記
号
が
表
示

さ
れ
、
海
藻
類
が
多
く
付
着
し
て
い

た
。

　

同
保
安
部
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
漁
船
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
在
住

人間ドック・脳ドック 検査料の一部を助成します

　

喜
界
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
加
藤
啓
雄
理
事
長
）
は
５
月
23
日
、

役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
平
成
24
年

度
通
常
総
会
を
行
っ
た
。
総
会
で
は
、

発
足
当
時
か
ら
の
功
労
者
の
表
彰
が

あ
っ
た
。
表
彰
者
は
以
下
の
通
り
。

　

横
山
嘉
美
（
中
里
）、平
島
稔
（
中

間
）、
福
島
誠
吉
（
山
田
）、
中
野
正

次
（
中
里
）、
重
村
文
子
（
湾
）、
濵

畑
り
つ
子
（
湾
）、大
村
ヱ
ミ
子
（
湾
）

（
順
不
同
）

　

喜
界
町
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
は
平

成
14
年
に
発
足
し
、
10
周
年
を
迎
え

る
。
会
員
は
58
人（
５
月
23
日
現
在
）。

　

設
立
当
時
は
役
場
か
ら
の
受
注
が

９
割
だ
っ
た
が
、現
在
で
は
民
間
企
業・

一
般
家
庭
で
８
割
を
超
え
る
。
年
間

契
約
金
額
は
、
当
初
の
約
４
百
万
円

か
ら
、
平
成
23
年
度
は
２
千
３
百
万

円
と
年
々
実
績
が
向
上
し
て
い
る
。

　

県
は
こ
の
ほ
ど
、
喜
界
町
が
景
観

法
に
基
づ
く
「
景
観
行
政
団
体
」
に
、

知
事
が
認
定
し
た
と
発
表
し
た
。
町

も
５
月
１
日
、
景
観
行
政
団
体
と
な

る
公
示
を
行
っ
た
。
奄
美
で
は
、
瀬

戸
内
町
と
奄
美
市
に
続
き
３
番
目
の

認
定
と
な
る
。

　

平
成
16
〜
17
年
に
施
行
さ
れ
た

景
観
法
に
基
づ
き
策
定
す
る
景
観
計

画
で
は
、
計
画
区
域
を
設
定
し
た
上

で
、
建
築
物
や
街
並
み
の
誘
導
及
び

制
限
を
行
う
。
景
観
行
政
団
体
は
、

景
観
法
に
基
づ
い
た
項
目
に
該
当
す

る
区
域
に
景
観
計
画
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
景
観
計
画
区
域
に
指
定

さ
れ
た
区
域
で
は
、
建
築
や
建
設
な

ど
景
観
に
か
か
わ
る
開
発
を
行
う
場

合
に
、
設
計
や
施
工
方
法
な
ど
を
景

観
行
政
団
体
に
届
け
出
る
な
ど
の
義

務
が
生
じ
る
。

　

町
は
今
後
、
景
観
の
調
査
を
行
い
、

景
観
形
成
の
地
区
や
基
本
方
針
、
行

為
制
限
事
項
を
検
討
し
、
28
年
度

中
に
景
観
計
画
策
定
を
目
指
す
。

景
観
行
政
団
体
に
認
定

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

通
常
総
会

10
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歯
の
衛
生
週
間　

６
月
４
日
〜
10
日

お
口
、
臭
い
ま
せ
ん
か
？

　

お
友
達
と
話
し
て
い
て
近
づ
く
と

顔
を
し
か
め
ら
れ
た
り
、
引
か
れ
た

り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

口
臭
が
気
に
な
る･･･

、
そ
ん
な

あ
な
た
！
何
か
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
た
後
、
き
ち
ん
と
歯
磨
き
を
し

て
い
ま
す
か
？

　

胃
が
悪
い
と
口
臭
が
あ
り
ま
す

が
、
本
来
は
お
口
を
常
に
き
れ
い
に

し
て
い
れ
ば
、
口
臭
が
で
る
こ
と
は

ま
れ
な
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
発
生

し
て
い
る
食
中
毒
で
す
が
、
な
か
で

も
夏
場
は
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
中
毒
に
は
、
毒
キ
ノ
コ
や
ふ
ぐ
な

ど
の
自
然
毒
が
原
因
で
起
こ
る
も
の

や
、
化
学
物
質
に
よ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
原
因

と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た

も
の
を
飲
食
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま

す
。

　

食
中
毒
を
起
こ
す
と
吐
き
気
、

お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
胃

腸
障
害
や
、
し
び
れ
、
麻
痺
な
ど
の

神
経
障
害
が
お
こ
り
ま
す
。
食
中
毒

の
原
因
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、
身
の
回

り
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
ま

す
か
ら
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
予
防

を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
食
中
毒
に
下
痢
止
め
は

逆
効
果
で
す
。
腹
痛
・
下
痢
・
発
熱

な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
へ
！

厚生連健診でも４０･５０･６０･７０歳の方は無料の歯周疾患
検診もあります。

食
中
毒
に
ご
用
心

　

日
本
人
は
、
古
く
か
ら
刺
身
を
は

じ
め
、
素
材
を
生
で
食
べ
る
習
慣
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
殺
菌
効
果
の

あ
る
ワ
サ
ビ
や
シ
ョ
ウ
ガ
と
い
っ
た
薬

味
を
い
っ
し
ょ
に
摂
る
と
い
う
知
恵
や

工
夫
で
食
中
毒
を
防
ぎ
な
が
ら
食

文
化
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
料
理
は
十
分
に
加
熱
し
た

料
理
に
比
べ
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が

高
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

表
示
さ
れ
て
い
る
方
法
で
保
存
し

た
と
き
に
、
食
べ
て
も
安
全
な
期
限

を
示
し
て
い
る
の
が
消
費
期
限
で
、

弁
当
や
生
菓
子
な
ど
長
く
は
保
存

が
き
か
な
い
食
品
に
表
示
し
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
食
品

の
安
全
性
を
欠
く
お
そ
れ
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

表
示
さ
れ
て
い
る
方
法
で
保
存
し

ご
存
じ
で
す
か
？

「
消
費
期
限
」
と

　
　
　
　
「
賞
味
期
限
」

た
と
き
に
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

期
限
を
示
し
て
い
る
の
が
賞
味
期
限

で
、
ハ
ム
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
缶
詰

な
ど
保
存
が
き
く
食
品
に
表
示
し

て
あ
り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
も
す

ぐ
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「
厚
生
連
健
診
」
の
申
込

み
に
つ
い
て

　

厚
生
連
健
診
（
7
月
26
日
〜
7

月
31
日
）
の
申
込
書
を
各
世
帯
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
1
枚
で
、

5
人
分
の
申
し
込
み
が
で
き
る
様
式

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

：
6
月
14
日
（
木
）

：
集
落
区
長
ま
た
は
役
場

保
健
福
祉
課

自
分
の
そ
し
て
家
族
の
健
康
の
た

め
、
み
な
さ
ん
で
誘
い
合
っ
て
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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試験日 試験の種類 受験申請書提出先

８
月
25
日
（土）

第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者

（社）鹿児島県労働基準協会
電話：099-226-3621

一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

（社）日本ボイラ協会　鹿児島支部
電話：099-223-1544

クレーン・デリック運転士
〔クレーン限定〕
移 動 式クレ ーン 運 転 士

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
鹿児島県支部
電話：099-284-6217

潜 水 士 建設業労働災害防止協会鹿児島県支部
電話：099-257-9211

発 破 技 士 鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部
電話：099-255-2311

揚 貨 装 置 運 転 士
港湾貨物運送事業労働災害防止協会
鹿児島支部
電話：099-226-2611

受験申込書の受付期間
平成24年６月11日（月）～６月25日（月）（土・日曜を除く）
但し、一級ボイラー技士・二級ボイラー技士・ボイラー整備士は平成
24年６月11日（月）～７月10日（火）（土・日曜を除く）

※試験についての問合せは、上記の各団体又は九州安全衛生技術
センター（電話 0942-43-3381）へお願いします。

本年度も鹿児島国際大学において、次の日程より実施されます。

必着

必着

暮らしの情報 インフォメーション

【
受
付
期
間
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
26
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　

７
月
５
日
（
木
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参

　

７
月
２
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

７
月
10
日
（
火
）

【
第
１
次
試
験
】

　

９
月
９
日
（
日
）

（
九
州
地
区
で
は
高
卒
者
試
験
、

税
務
職
員
試
験
は
、
８
試
験
地
で

実
施
。
社
会
人
試
験
は
、
４
試
験

地
で
実
施
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
九
州
事
務
局

〒
８
１
２
―
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

　
　
　
　
　
　
　

２
―
11
―
１

℡
０
９
２
―
４
３
１
―
７
７
３
３

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

＊
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

ナ
ビ
」
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

◆
島
外
在
住
者
の
方
へ
お
知
ら
せ

　

島
外
在
住
者
で
、「
広
報

き
か
い
」
購
読
希
望
の
方

に
、
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
年
間
郵
送
料
１
，

５
０
０
円
・
４
月
号
〜
翌
年
３

月
号
ま
で
）

　

広
報
は
年
度
途
中
か
ら
の
購

読
も
で
き
ま
す
。
役
場
企
画
課

広
報
担
当
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

　

人
事
院
で
は
、「
平
成
24
年
度

国
家
公
務
員
採
用　

一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）、一
般
職
試
験
（
社

会
人
試
験
（
係
員
級
））
及
び
税

務
職
員
採
用
試
験
」
を
実
施
し
ま

す
。

【
受
験
資
格
】

・
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

①
平
成
24
年
４
月
１
日 

に
お
い
て

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平

成
25
年
３
月
ま
で
に
高
校
又
は
中

等
教
育
学
校
卒
見
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

・
一
般
職
試
験

　
（
社
会
人
試
験
（
係
員
級
））

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
（
高
卒
者
試
験
の
①
に

規
定
す
る
期
間
が
経
過
し
た
者
及

び
人
事
院
が
当
該
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者
に
限
る
。）

・
税
務
職
員
採
用
試
験

①
平
成
24
年
４
月
１
日 

に
お
い
て

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平

成
25
年
３
月
ま
で
に
高
校
又
は
中

等
教
育
学
校
卒
見
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）、
一
般
職
試
験

（
社
会
人
試
験
（
係
員
級
）
及
び

税
務
職
員
採
用
試
験
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喜界町の推計人口
（平成24年 5月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,554戸 （36）

人 口   ・・・・ 7,840人 （47）

男   ・・・・ 3,802人 （31）

女   ・・・・ 4,038人 （16）

（　）は前月比

氏　
　

名

操　
　

香か

ほ帆

菅
沢　

瑞み
ず
と斗

竹
内　

咲え
み
か香

坂
元　

希の

の音

西
原
光こ

う
し
ろ
う

志
郎

峰
山
一い

ち
の
す
け

之
介

保
護
者

・
博
司
・

・
慧
佑
・

・
浩
二
・

・
博
士
・

・
清
仁
・

・
奥
恵
喜
・

住　

所

志
戸
桶

赤　

連

赤　

連

　

湾
赤　

連

赤　

連

松
崎　

テ
イ

福
島　

タ
マ

石
田　
　

要

盛　

美
佐
子

松
元　

則
敏

思　

八
千
男

盛　

直
二
郎

盛
沢　
　

明

濵
畑
新
一

菊
地
榮
俊

96
才

96
才

98
才

78
才

56
才

92
才

82
才

93
才

74
才

86
才

小
野
津

志
戸
桶

　

湾
坂　

嶺

白　

水

佐
手
久

上
嘉
鉄

赤　

連

佐
手
久

荒　

木

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

住

所

赤

連

赤

連

中

里

中

里

中

里

中

里

湾湾

　

氏　

名　

平　
　

政
信

緒

方

彩

乃

土
岐　

和
貴

正
木
恵
利
香

園
田
裕
一
郎

基
井
綾
乃

德
田
英
樹

喜　

和

世

社
協
だ
よ
り

弘
岡　

稲
子

森
島　

米
子

徳
島　

祥
弘

豊
岡　

幸
子

松
崎　

祐
司

富
岡　

洋
子

盛　

善

弘

田
中　

俊
和

盛
沢　

章
男

屋　

妙

子

佐
手
久

川　

嶺

浦　

原

大
朝
戸

大
阪
府

蒲　

生

坂　

嶺

　

湾　
東
京
都

上
嘉
鉄

（
小
野
津
出
身
）

（
赤
連
出
身
）

■
寄
付
金
（
敬
称
略
）

氏　
　

名

德
島
エ
キ
子

喜
田　

幸
彦

豊
岡　

慶
信

富
岡
長
之
助

中　

ト

ク

年
齢

77
才

83
才

75
才

89
才

96
才

住

所

浦

原

川　

嶺

大
朝
戸

花
良
治

浦

原

　去年まで現役で農作業をされてい
た維宗夫さん。健康の秘訣は、毎日
の「散歩」と「自然食」を中心とし
た食生活、それと「挑戦」する気持
ちを持ち続けることだそうです。
　取材中も島の将来について大きな
「夢」を熱く、語ってくれました。

小山　碧
あ お

央くん（１歳・湾）
父　誠さん　母　江利子さん

濵井　南
み さ き

咲希ちゃん（９歳）（中央）
祐
ひろし

志くん（７歳）（右）
友
ゆ り

里ちゃん（５歳）（左）（赤連）
父　公生さん　母　希世子さん
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永
家
「
由
緒
記
」
に
よ
れ
ば
、「
源

平
時
代
に
都
落
し
た
平
有
盛
卿
の
遺

子
勘
樽
金
が
、
建
仁
二
年
住
吉
大
明

神
を
勧
請
創
建
し
た
。
後
、
宝
永
二

年
永
道
嘉
（
勘
樽
金
の
子
）
が
、
住

吉
社
を
再
興
し
、
明
治
初
年
に
住
吉

神
社
と
改
称
し
た
。
海
上
擁
護
の
神

と
し
て
、
五
穀
豊
穣
・
災
難
除
け
の

神
と
し
て
崇
敬
が
篤あ
つ

い
。」
と
あ
る
。

シ
マ
の
神
社
を
見
て
あ
る
記　

第
二
回

シ
マ
の
神
社
を
見
て
あ
る
記　

第
三
回

　

上
筒
男
命

　
（
か
み
つ
つ
の
お
の
み
こ
と
）

　

中
筒
男
命

　
（
な
か
つ
つ
の
お
の
み
こ
と
）

　

底
筒
男
命

　
（
そ
こ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と
）

　

 

こ
の
三
神
は
住
吉
三
神
・
住
吉
大
神

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

 

海
上
守
護
・
交
通
安
全
・
家
内
安
全
・

安
産
・
厄
除
け
・
商
売
繁
盛

　

 

海
に
ま
つ
わ
る
漁
業
・
水
に
ま
つ
わ

る
農
耕
の
神
、
航
海
安
全
の
神

　

建
仁
二
年
（
１
２
０
２
年
）

　

 

両
部
鳥
居
（
一
の
鳥
居
（
県
道
側
）・

二
の
鳥
居
（
神
明
系
））

　

旧
暦
９
月
１
３
日

　

大
阪
府
堺
市
堺
区
住
吉
大
社

　

 
喜
界
町
史
、喜
界
島
見
て
あ
る
記
（
町

教
委
編
）、
喜
界
島
の
民
俗
（
竹
内

譲
著
）、
喜
界
島
今
昔
物
語
（
三
井

喜
禎
著
）、（
永
家
由
緒
記
）、
日
本

の
神
社
・
神
様
に
関
す
る
事
典
等

　
【
監
修
】
喜
界
島
神
社
研
究
会

　
　
　
　
　

会
長　

上
園
田　

健

（平成 24年６月16日～７月15日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
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